












19世紀の Encycloρédie とでもいうべき Pierre LAROUSSE の Grand Dicｭ
tiollllaire uni 7.げsel (以下 GDU と略す)が，知識における自由と平等の精神
の実現を企て，序文で (Nous aclressant aux lecteurs cle tOlltes les classes, 
qllels que soient leur 稟e et leurs goüts, (..J nous avons voulu que le savant 
et 1 ・ ignorant， I'hol11l11e s駻ieux et l'homme frivole , le vieillard et l'enfant, pusｭ
sent prendre chacun leur part ?l'il11mense banquet qui est dress? pour tous 
clans le Grand Dicω7 
いては i培gnoran甘叩ti臼ISI臼me が 11帽|陥届をきカか3せていた時代であることも考l慮蜜すれば， この












* * * 今回検討の対象とするのは， Gaston CERFBERR et M. V. RAMIN, Di正~
tiollllaire de la femme et de lμ famille (副題: Emyclψédù~-malluel des cο11-
naﾎssances utiles) , 2 t'馘ition révisée, Librairie de Paris, Firmin-Didot et C Iヘ
1) CDU. 1, 1866, p. LXXI. 
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Imprimeur・s-Editeurs ， Paris (以下 DFF と略す)で， (487 gravures) 付きであ
る o 初版の年代は不明だが，本書の記述内容を仔細に検討すると，この改訂版
は， 97年から 99年までの間に出版きれたものと考えられるえ本文の巻頭の
(DICTIONNAIRE DE LA FEMME) というタイトルの下に (ENCYCLOPE­
DIE-MANUEL DES CONNAISSANCES UTILES A LA FEMME) とあり，
女性のための知識を集めた百科事典兼手引書であることが示されている。縦




1. Modes.-Costumes.-Couture.-Bijoux.-Connaissances des 騁offes. 
(355) 
2. Economie clomestique, fllrale, sociale.-Cllisine. (104) 
3. Hygi鈩e.-M馘ecine.-Soins dl corps. (101) 
4. Histoire.-Professions.-Sport. (92) 
5. Beallx-Arts.-Art dans la maison.-Amellblememt et objets divers. (89) 
6. Recettes et conseils utiles. (85) 
7. Droit.-Morale. (81) 










2) このヰ~.yl!では， r 19世紀J や「世紀末」を (notr(' siècle) , (notre époque) などと記している。
事典に~~j扮する故新の年代は1897年 (art. (Coiffurl:'))だが， 97年を合め何年代後半の年代は，そ
れ以前の年代に比べて柿にしか登場しない。
3幻) Voir Ph吋刈i品出lip川〉斗p児e PERROT, LIωt汀可 dl'.ω5 
1日9焔81， Ca川the引rin(' FOUQUET e“t Yvonne KNIBIEHLER La b('aulé ρour CjIl OI βtin' ?, Temps 
Actuds, 1982, etc. 
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きかせる社会で，女達がこうした重要な機能を全うできるように，また，進ん
でこの機能を引き受けることに余念のない女達のために， (Modes) , 







あるといえる。そこでは時に，伝統的な nature féminine や féminité 神話を継
承すると共に，当時の一般的な discours social に与し，改めてこれらの一般
化や正当化を実現している。この点について ここで特に具体例を挙げつつ検
討してみよう。
DFF の(Jugement) は，若干の一般的説明を施した後で， (La femme est 
précisément, par sa nature, tr鑚 port馥 ?manquer de jugement) (p. 429) とい
う見解を長々と展開していき， (Femme) でも， (la pr馘ominance de la senｭ
sibilité)4) ゆえに (elles(les femmesJ ne savent pas beaucoup raisonner ni longｭ




だが，知的活動には向いていないとしても少なくとも，かlle(la femmeJ est 
faite pour plaire; de la grande dame ?l'ouvri鑽e la plus humble, c'est son r?e 
dans la soci騁? ((Plaire) , p. 553) なのである。これは Rousseau の (La femｭ





4) GDU も女性を子供|司肱 (setlsibilité tr白-viv l') (ar1. (FEMME). VIlI, 1872、 P.2(2) の存在と
して説明していた。
5) Voir Maupassant, (LES FEMMES DE LETfRES) , in Le Gaulois, 24 avril ]88:-3, (ソI rOlliqu('s.
11, Union génをrale d'Editions, 1980, p. 189. 
6) Emi/c, Garnit:'r Frèr明、 1964 ， p. 446. 
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ところで ， GDU も (un des vices les plus communs au sexe féminin)1)に挙
げ， 19世紀末に至ってもその権威を保持し続けた Fénelon の De 作ducatioJl
des filles や M me de Rた~musat の Essα1 SUγi冶ducation des femmes なとも恐れ
警告を促した8) ことのひとつに女性の (oisivetのがあるが， DFF も特にこの
項目を設け， (L'oisivet? de la femme , principalement de la femme fran軋ise 
dans les classes moyennes et 駘ev馥s de la société, est une des plaies cle notre 
époque) に始まる説明で，人間全体でなく専ら女性の oisiveté の引き起こす悪
を長々と問題にする円その一方で， (Couture) はその技術上の客観的説明に
先立って， (La couture est une occupation indispensable de la femme) とし
(p. 250). (恥ouvra姥ge出s d併e dぬames) の冒頭も， (Le t廿ra刊川、
me印nt li? ?la nat加ur児e mê白加m児ed恥e la f長eI剖m111e) (ゆp. 512) で始められている o
(M鑽e) (pp. 447-478) では，女性の伝統的役割を擁護する M JllE'de R駑usat 
の (Etre épouse, 黎re m鑽e (...] voil? l'騁at et la clignit? cle la femme. Toute 
l'馘ucation d鑚 l'enfance doit をtre de la pr駱arer moralement et physiquement 
?ces deux r?es )などという主張や. (Une femme qui n'est pas m鑽e est un 
黎re incomplet) といった文句すら登場する Balzac の小説中の人物による母性
擁護論に項目説明をほぼ全面的に譲っている。 (Femme) でも， (L'amour 
maternel est chez les femmes un sentiment instinctif)などとして，幼年期に
ある子供の教育者としての母親の役割の重要性を強調すると共に， (l?t馮rit?
de la famille , l'honnem・ et la paix du foyer , la prosp駻it? clu ménage) を夫に代
わって維持する家庭の守り手としての実の役割を力説する (p. 3(2) 。
また，この時代に流行した hygiène は，家庭を守る女性の存在を前提に，
彼女達に向けて様々な義務を課すことでいままで以上に女性を伝統的な役割の
中に閉じ込めようとしたが10:DFF の (Hygiène de l'enfant) (pp. 406-407) , 
(Hygiとne cle la jeune fille) (pp. 408-409) , (Hygiè問 de la maison) (p. 410) 
も，母親や主婦向けに細々とした諸注意、を記したり あるいは模範的な母親像
を描くことで家庭婦人の義務を説し、ている。
7) GDU, VIII , art. (FILLE) , P. :mJ. 
8) Voir De / ・'àiucal;oll dl's fi品切 (11涼7). (EU'l'n官、l. Callimard, 198:~， p. Hì5 , Essai slIr I'I;dl“川 I()ll
C!r.ωs1ρCI川F
9引) この点， GD【u の〈車o刀IS剖IVETE) は， リ男J の Oωi郎山科釘lV刊e引tωe のみを問!也也にし(例丈に若二干fム女性のそれが
校場ーするのみに oisivet止を悲徳としながらも， ois?('t? 賛歌の Voltaire を引くなど，思しき現
象という記述に終始しているわけではない。 Voir XL 1874, p. 1279. 
10) Voi片r .1('正t“.屯a川II川11ト-Pa札川IIω11 ARON, M お山i-rab/，ん'/， ("( glorif'usl' hん4μljiρ('1川J
1980, p. 12お
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ところで Michel FOUCAUL T のいう(H.γst.érisatíoll du (01が de la 
femme)Jl) は， 19世紀，女性の身体についての一般的な discours social の中核
をなすものであるが， utérus という病因に支配された「病人としての女」は，
stéréotype と化して流布していった。 DFF も御多分にもれず， (Femme) は (il
(son temp駻ament) est souvent nerveux, ce qui entra絜e diverses souffrances) 
(p. 361) とし， (Névrosisme) は， (elles (les n騅roses) apparaissent chez les 
femmes , apr鑚 la pubert? (p. 500) と記している。
GDU は(FILLE) の中の (Hygiène des filles) の説明で， (utérus) を刺激す
る晴好品を挙けご， (syst鑪e nerveux) を過剰に刺激し，病気を引き起こす恐れ
のある事柄について記すが12jDFF も (Hygiène de la jeune fille) で，
(syst鑪e nerveux) が発達しすぎている年頃での肉の食べ過ぎや， (excitaｭ
tion) の原因となる晴好品を明確に禁じている (p. 409) 。また， (Hygi鈩e cle la 
femme) も， (Le syst鑪e nerveux 騁ant tr鑚 d騅elopp? clans l' organisme f駑iｭ
nin, tout alcool est nuisible) (p. 410) としている。 hygi会ne は，女性をその伝
統的な役割に閉じ込めることに貢献したばかりでなく，不動の事実としての
(femme nerveuse) 13) を前提条件とすることでこれに真理のお墨付を与え，








当時の féminisme 運動を意識したコメントの中によく表れている。 (Droits)
で， (Les droits politiques, que les femmes r馗lament avec tant d' 01九niåtreté)
はともかく， (certaines fonctions qui participent des droits politiques) が今日
女達に許されているという事-実は， (un premier pas vers leur 駑ancipation) 
としている (p. 320) 。これは1877年に初の女性国家公務員が登場し，以来急速
に増加してきたことを踏まえてのことと忠われるが この程度の権利取得には
寛大である。だが，女性が政治に直接参与することについてははっきり反対の
] 1) Miclwl FOUCA ULT, L.l vo!olllt; dl' Sa7'()ﾍI; Gallimard, 1976, p. 1:~7. 
]2) G・DU， VIJI , P. :~70. 
13) Mi,hel FOUCAULT, 0/>. cÎl. , 
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立場を表明している。 {Femme} では，女達は {pays} や {toute leur nation} 
より {famille} や (homme de leur choix) に執着し，家庭生活以外のことにつ
いては {médiocres observateurs [sic]} ゆえ， (Aussi ne faut-il jamais les.[les 
femmes] laisser parler politique, ni discuter les grandes questions sociales, 
sous peine de les voir se passionner pour des sophismes) と断言している (p.
362) 0 {Féminisme} では，女性による (1'exercice des droits civiques) の有益
性に疑念を表明し，これを要求する女達のことを {quelques exagérées} とさ
え呼んでいる (pp. 358-359) 。この点では， GDU の 1890年の Suþplément も
また， DFF と異なる表現で同様の認識を表明している 14L 尤も ， GDU は
DFF より遥かに詳細に féminisme の主張内容を説明し，執筆者によるコメン
トの占める比重もずっと少なし、。 DFF の (Féminisme) は更に，女性は既に
{ses gr稍es naturelles} やらa beauté) で男性に影響力を持っているのに，更
に (droits 馮aux ?ceux cle l'homme) を与えるような制度で影響力を増すこと
への脅威とそれによって生じる混乱に言及する (p. 359) 。そして遂には，
(nature) が男女を異なったものに造り，女性の (inf仕iorité physique) は法律
も対処不能であるなどと，神話化された男女の本質的差異論を展開して，女性
による男性の領域侵犯を牽制するのである (p. 359) 。だが，この露骨な anti­
féministe 的論旨の展開に一部の女性読者が不審を抱かないようにという計算
からか，有名な féministe の訴えにコメントを譲ってこの項目は締め括られる。
尤もそれは，あの Hubertine AUCLERT の勇ましい主張ではなく ， Revue 
f駑iniste (1895-1897) の創刊者 Clotilcle DISSARD の(l'important est de 
savoir attendre et de savoir choisir) (p. 359) に代表される穏健な発言である
ことは驚くに当たらないであろう。
世紀末，女性の職場進出が進む中 ， DFF は女子労働者の実態(法規fljlJ など
を含む)を客観的に伝える一方で ((Travail cles femmes) , (Quvr・ière) , etc.) , 





り合えるか否かが重要なポイントになっていて， (lnstitutrice) は女教師を '1ïJ;
親の延長線上にあるものとして捉え， (Les femmes Ol1t cles dispositions 
14) Voir Supþlèm円1/， 11 , 1890, art. (FEMME) の (Emllllci? I iOIl ル l?fi・川
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naturelles pour l' enseignement des petits enfants) とし，具体的な資質のひと
つに (Leur instinct maternel) を挙げてこの職業に裁可を下す (p. 413) 。
(Lettres (Femmes de)) では，歴代の女性作家の列挙の後で，作家になること
の困難さを強調し， (Qu'elles [les femmes) p鑚ent bien toutes ces cond咜卲ns 
si elles do咩ent sacrifier, en vue de ces minces compensations , leur avenir 
d' 駱ouse et de l1l鑽e) (p. 441) とはっきり警告している。 (Doctoresse) は，資
格を得るまでの過程を客観的に説明した後で， (Ies travaux pratiques de disｭ
section et de laboratoire sont rebutants pour la nature sens兊le d駘icate de la 
fel1ll1le) とし，特に記憶力を必要とする(この点でとりわけ (esprit f?l1lin匤) 
に相応しい) (dipl?e de pharmaciennゅのための勉強の方が女性には望まし
いというコメントを付けている (pp. 307-308) 0 (Ouvríère) は，法規制を受け
ない内職ほ工場労働より遥かに低賃金と長時間労働を強いられている現実を記
しながらも，前者の方が「あらゆる点で望ましし、」とし，その理由を (il[le 
travail chez soi) lui (? la femme) permet de gouverner 80n ménage, d' 駘ever 
ses enfants, de soigner et d' aimer son mari) と説明している (p. 514) 。ブル
ジョワ社会では，本来女性の活動領域は家庭であり，外での賃労働は堕落に繋
がると考えられていた訳であるから， (Commerçante) で， (vendeuses des 
grands magasins) の仕事は疲れるばかりでなく，女性を家庭から逮離けて
(prom﨎cuit? souvent pernícíeuse) にさらすと批判したり (p. 197) , (Coutuｭ
rière) でも，自宅外で働くお針子は健康や (moralité) の点で心配だとする見
解 (p. 256) が記されるのである。
ところで，世紀末様々なスポーツをする女性達が増えてくるが，これには当
時，医学や道徳的見地から賛否両論があった。 DFF の (Gymnastique) (p. 
339) はこうした事情を反映して，女子の gymnastique について賛成派と反対
派の意見を載せているが，様々なスポーツがなされた割には他に (cyclisme) , 
(équitation) , (escrime) の 3 項目しかなく，当時流行った lawn-tennis も
natation も見当たらない。尤も，この 3 項目を検討する m~ り 執筆者は女性の
スポーツに好意的な立場に立っている。但し， (Gymnastique) で，結局のと
ころ (principaux exercices de la gymnastique féminine) は特に (E.rercices
d'assou〆ISS仰lCllt) だとしたように (p. 399) , (féminité) という許待範|週内で
の是認である。 (Equitation) では， (elle (la femme) n'est pas faite comme 
l'homme pour monter ?cheval) (p. 342) という大原則を掲げ，これゆえ 18歳
未満の娘の乗馬を禁ずる。 (Escrime) では，反対派の意見の後で賛成派の代表
的意見を大きく取り上げて後者を擁護するが，女性の (organisme délicat) は
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(mouvements brusques, désordonnés, de la gymnastique) には適していないと
して，こうした動きの恐れのないかscrime} を勧める説明している (p. 343) 。
また， (Cyclisme) でも {exercice mod駻驀 (p. 272) であるという原則がこの
スポーツを容認するひとつのポイントになっている。
Marc ANGENOT は， 1889年のフランス語での様々なジャンルの出版物
(事典類は含まず)を検証して， (Remettre les femmes ?leur place) という共








る語義15項目中すが (Cil ), (Nez) など顔に属するもので，他は (Bras) ，
(Mains) , {Ongles} , {Peau} , (Pied) があるのみである。また，女性の生理
のメカニズムの大筋は19世紀後半までにほぼ解明済となり， GDU では
(ACCOUCHEMENT) , (EMBRYON) , (GROSSESSE) , (MENSTRUAｭ
TTON) , (UTERUS) などといった項目で実に詳細な説明を施している。だが，
(CONNAISSANCES UTILES A LA FEMME) の事典である DFF にこの種




L 、 o GDU の (FEMME) が体型に関する説明に加えて， (puberté) における
女性の生理的変容について言及している 16) のと対照的である。 DFF では，
(Hygi鈩e de la jeune fìlle) という項目すら， 10-18歳に (une tranfonnation 





15) Voir ({L日 fin d'un sexe) : ledis('ours s川 les femnH:'s l'n lR89}, in RO!1l llllfislII l', n" 63, 19R9. 





ところで， r暗黙の」と言ったが，実はこうした stratégie を行使する DFF
の立場は，女性の知識についてのコメントの中に表れている。 (Education) で
は， Fénelon や M me de Maintenon，両者と同じ立場に立つ教育者 MmeHip_ 
peau の考えをヲ 1'- 、て，与えられた女性としての，またその社会的な運命に合
わせた教育を女子に施すという考えを支持し， (il n' est pas indispensable 
qu'une femme sache beaucoup de choses, mais il faut qu' elle ait du c誦r et 
qu' elle connaisse la mani鑽e de le montrer ?propos) (p. 328) と述べる。決し
て ignorantisme を是認している訳ではないが，女性が多くの知識をもつこと
には消駆的である。(lnstruction) では，女子 lyc伎のカリキュラムが重すぎ
るという問題を取り上げ，元公教育大臣 ]ules SIMON の (femmes savantes) 
でなく， (1 faut des femmes aimables et des femmes utiles) などといった言
葉 (p. 419) を引く執筆者は，知育のレベルアップは良いことだが，必要以上




* * * これまで 19世紀の女性と知の問題が教育制度史以外の分野で正面きって論じ
られてこなかったのは，この問題については ignorantisme の victime として
の女性ということ以外に言うべきことがないと思われてきたせいではなし、かと




















装置としての discours social となりうるということだけは確かである。今後，
資料を増やすことで更に検討を重ねていきたいと思う。
(D. 1984 名古屋外国語大学専任講師)
